
関東職業能力開発大学校
能力開発セミナー利用者の声

＜社屋全景＞ 〈自動車用　ドア部品〉 〈パワーコンディショナー〉

創業／設立 ： 1922年創業、1938年設立　　　URL：　https://www.ogura-gr.co.jp
所 在 地 ： 〒326-0013　栃木県足利市川崎町1310
事業内容 ： 自動車部品、アミューズメント機器部品、環境関連商品部品、鉄道車両部品の金属加工
  鉄・アルミ・ステンレスのプレス・板金・溶接・塗装・組立まで一貫生産　
  試作・特注品対応、顧客ニーズに応える柔軟な開発力
認証取得 ： ISO9001、ISO14001、栃木県フロンティア企業認証 等
主な製品 ： 自動車オイルパン、ドアストライカー、パワーコンディショナー、アミューズメント板金部品　等

事業主の声：代表取締役社長　小倉勝興　様

［前列左から　矢島さん、尾山さん、髙谷さん　後列左から　早坂さん、森さん、飯島さん］

オグラ金属株式会社 様

セミナー受講者の声
（令和7年度）：プレス加工技術[４名]、低圧設備の保守点検技術[１名]、現場のための電気保全技術[1
名]、なぜなぜ分析による真の要因追及［１名］、3次元CADを活用したソリッドモデリング技術［1名］、
製造現場の小集団活動実践[２名]、仕事と人を動かす現場監督者の育成[1名]を受講された。

受講者の
皆さん

Q1 御社の人材育成の考え方など… 自ら進んで考え、助け合い、責任を持って行動する人材を育成する。
Q2 関東能開大ご利用のきっかけ… 30年ほど前から社員の技能技術を向上させるためセミナー受講を推進しました。
Q3 関東能開大への期待……………・人材育成に欠かせない実践的な知識、技能技術を習得する学びの場として、引き

続きご支援を期待しています。
 ・AI、自動化、塑性加工、金型関係の講座もご検討お願いします。

Q1 セミナー受講の感想
・なぜなぜ分析による真因の追求方法や恒久的対策方法の導き出し方を学ぶことができました。
・リーダーシップをとるには、様々なスキルや

知識が必要であり、それを使い分ける大切さ
を学ぶことができました。

Q2 セミナー受講後の業務への影響
・問題に対する真因の内容や恒久対策の質が向

上し、再発防止につながりました。
・コミュニケーションを円滑にすることで、生

産性を向上することができました。

Q3 今後の抱負など
・学んだ基本的な知識を社員が共有出来るよう

に、社内展開を図っていきます。
・今回学んだことを更に現場で活用できるよう

に、日々実践していきます。

関東能開大で実施している能力開発セミナーに対する評価について、受講者および企業内
教育担当者の意見をご案内します。

セミナー修了時の受講者アンケートの結果
【令和６年度実績】

（アンケート回答者数1,235件）

受講者の声

〈令和6年度 受講者満足度99.5％〉

企業内教育担当者の声

〈令和6年度 事業主生産性貢献度96.8％〉

関東能開大　能力開発セミナー受講者の声

●回路トラブル時の対応で時間がかかったり、業者を呼んで
の対応をしていたので、今回の受講が今後役立つと思います。  
●業務でも実際に使用する機器を使った内容だったため、大
変勉強になりました。  ●電気トラブル時、測定器を使い問題
を解決できる。部下に教わった事を指導できる。  ●今まで上
司の方がやっていた作業を、何となくでしか理解できなかった
ですが、今回の受講でより詳しく理解し作業ができ、上司の
役に立てるようにもなると思います。  ●PLCや有接点の教育
は、現場ではなかなか難しいため、こういった機会に知識を身
につけられた。  ●CAE解析を社内に展開できる知識が身につ
いた。  ●会社にはマシニング経験者がいない為、質疑応答が
できて良かった。  ●加工方法が分かったことで、SIerとのや
りとりや社内の図面設計に加工の知識が使えると思った。  ●
これまでの作業標準書の作成において、既存の標準書を参考に
作成することが多かったが理論的に整理・理解することができ
た。  ●KiCadの独学では、「基板データをつくって発注できる」
までたどり着けなかった。それができる様になった。  ●品質

管理として検査だけでなく問題解決にもたずさわっていくので、なぜなぜ分析が役に立つと思います。  ●現場作業の一部分にお
いて、BIMを習得することで時間を省略することができると思った。  ●空気圧、PLC、有接点が全てまとまっている内容のため、
今までを振り返りながらできた。  ●これまで実験に対する統計学的解析が未熟な状態だったが、本講義により改善の糸口が見えた。  
●今まで小集団活動を行うと内容も薄く、スムーズにいかないことがよく見られましたが、今回の講習を受けたことで、効率的
に小集団を進めていくことができそうだ。  ●座学だけでなく演習を交えてのセミナーだったので、とてもわかりやすかった。  ●
すぐに会社で活かしていける内容であった。学んだことを活かし、会社で少しでもヒューマンエラーが減るように内容の展開を
行っていきたい。  ●在庫管理に苦慮していたので、新たな考え方（作りすぎによるムダ）を知ることができた。

企業内教育担当者の声
【令和6年度実績分】

（アンケート回答数279件）

●セミナー後、受講者の仕事に対する意欲が高まった。  ●治
工具内製化におけるリードタイムの短縮。  ●プログラムを理
解した上で、CAMの指導ができるようになった。  ●適した回
転数の計算方法を知れたおかげで品質向上につながった。  ●
旋盤加工者が１名増員することができた。  ●加工技術の向上、
加工トラブル時の対応力のアップ。  ●伝達方法、また、聞き
手としての姿勢の手法を学び、業務だけでなく、日常生活に
おいても大変勉強になる内容でした。  ●育成について個別カ
リキュラム作成し、達成度や今後についてフォローバック等
している。  ●設計事務所として、木造住宅の梁せい検討を自
社で提案できるようになった。  ●設備トラブル時のトラブ
ルシューティングに必要な知識を身に付ける事ができた。  ●
試運転業務の作業効率の向上。  ●ラインの停止時間が減った。  
●サーボモーターの仕組みを理解していたため、保守業務を実
施できる。  ●基礎的な技術が向上し、開発手法の選択肢が広
がったことで、製品の実現に向けたアプローチが多様になった。  
●設備の内製化や設備保守にて学んだ位置決め制御技術が活用

できる。  ●画像解析で製品のキズを発見できるようになった。  ●プログラム作成の考え方が理解できると共に、工数も想像しや
すくなった。  ●設備内のＰＬＣプログラムの不具合時の調査方法や配線系であればリレーの不具合調査方法を身に付ける事がで
きた。  ●標準時間を設定する事で、時間当たりの出来高管理する事ができる様になった。  ●作業標準を作成し、作業のバラつき
を減少させた。  ●安全衛生を担当しており、災害、事故発生時の原因追求の一つの手法として有効であった。  ●担当職場において、
グループメンバーとの話し合いによる問題解決活動が見られるようになった。  ●ヒューマンエラーの知識を得て、仕事・行動に
対して話し合いや課題を行うようになりました。  ●作業を止めない様、事前の予防・保全・計画・立案が行われ始めた。  ●職場
に落とし込んだシート作成による不具合削減の達成。
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